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１．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 単元目標と評価規準 

観点 目標 評価規準 

関心 
意欲 
態度 

○生活科などでの体験を基に，風やゴムの力に
ついて，力の強さと物の動き方との関係に興
味をもち，実験を通して，風の強さやゴムを
伸ばす長さを変えたときの物が動く様子を
比較し，風やゴムの物を動かすはたらきにつ
いての考えをもつことができるようにする。 

① 風の力によって物が動くことに興味をも
ち，進んで風を感じて，風のはたらきを調
べようとしている。 

② ゴムの力によって物が動くことに興味をも
ち，進んでゴムを使って遊び，ゴムのはた
らきを調べようとしている。 

思考 
判断 
表現 

① 実験結果を基に，風の強さによる物の動き
方の違いについて，風が強いときと弱いと
きとを比較し，自分の考えを表現している。 

② 実験結果を基に，ゴムを伸ばす長さによる，
物の動き方の違いについて，ゴムを伸ばす
長さを長くしたときと短くしたときとを比
較し，自分の考えを表現している。 

理科指導案                         

日時：１０月１９日（木）第５校時 

                             学年：第３学年 １７名 

指導者：森光 哲也 

 

本単元は，小学校学習指導要領の理科第３学年の

内容Ａ物質・エネルギーを受けて設定している。 

(2)風やゴムで物が動く様子を調べ，風やゴムの

働きについての考えをもつことができるよう

にする。 

ア 風の力は，物を動かすことができること。 

イ ゴムの力は，物を動かすことができること。 

 風やゴムの働きについて興味・関心をもって追究

する活動を通して，風やゴムの力を働かせたときの

現象の違いを比較する能力を育てるとともに，風や

ゴムの働きについての見方や考え方をもつことが

できる単元であると考える。 

 本単元の指導に当たっては，これまでなんとなく感じていた風やゴムの働きを「エネルギー」の見方

でとらえられるようにするために，体で風やゴムの力の働きを感じ，その力を実感させる活動や，風や

ゴムの働きを意識させた活動を行わせたい。その中から気づいたことや感じたこと，疑問に思ったこと

をスタートに学習を組み立てていきたい。 

 書くことや発表することに課題がある児童に対しては，適切に ICT 機器を活用することで，自分の考

えや調べたことを表現させたい。それらの活動を通して，学習や発表などへの自信を持たせ，自らへの

自信や主体性・積極性へとつなげていきたい。 

この単元は 

指導の手立て 

３学年の児童にとって「理科」という教科は

初めてであるが，生活科での学習が生かされて

いることもあり，興味・関心が高く，楽しく学

習に入ることができている。今回の学習は，初

めて実験を伴う単元なので，児童にとっては，

より興味や関心をもって取り組むことが期待さ

れる。 

事象を「エネルギー」としてとらえることは

できていない。また，書くことや発表すること

に課題のある児童もいる。 

児童は 

糸崎小学校で育てようとする資質や能力及び態度   ＊  は今年度の重点項目 

【知識】知識 情報 

【スキル】①課題発見・解決能力 ②思考力・判断力・表現力 ③コミュニケーション能力 

【意欲・態度】④主体性・積極性 ⑤回復力 ⑥協調性・柔軟性 

【価値観・倫理観】⑦自らへの自信 



観察 
技能 

①当てる風の強さによる，物の動き方の違いを
調べ，結果を記録している。 

② ゴムを伸ばす長さによる，物の動き方の違
いを調べ，結果を記録している。 

知識 
理解 

① 風には物を動かすはたらきがあり，そのは
たらきは，風が強くなるほど大きくなるこ
とを理解している。 

② ゴムには，物を動かすはたらきがあり，そ
のはたらきは，ゴムを伸ばすほど大きくな
ることを理解している。 

 

３ 本単元で育てる資質と評価規準 

 資質・能力・態度 評価規準 

【知識】 知識 風やゴムには，物を動かすはたらきがあり，その
はたらきは，風が強くなるほど，また，ゴムを伸
ばすほど大きくなる関係性を理解している。  

【スキル】 ①課題発見・解決能力 風やゴムの力を感じたり，疑問を解決したりする
活動を通して，課題に対する自分の考えをもち，
解決するための方法を考えている。 

【意欲・態度】 ④主体性・積極性 風やゴムの力を感じたり，疑問を解決したりする
活動を通して，課題に対する自分の考えをもち，
解決のための活動を進んで行っている。 

【価値観・倫理観】 ⑦自らへの自信 風やゴムの力を感じたり，疑問を解決したりする活
動を通して，自己の考えや活動を認めている。 

 

４ 指導計画とルーブリック（本時 ３/７） 

時 学習活動 
ルーブリック 

資質 思考ツール 
Ｓ Ａ 

１ 

風で物をとばすなどの体験をす
る。気づいたことを整理し，強
い風と弱い風を比べることで，
風が物を動かす時のきまりを見
つけようとする。 

風のはたらきに気
づいたり，調べて
みたい疑問を持っ
たりすることがで
きる。 

風を感じること
で，そのはたらき
に気づくことがで
きる。 

①  

２ 
風が物を動かすときのきまりを
見つけるための実験方法を考え
る。 

きまりを見つける
ため，より妥当な
実験方法を考える
ことができる。 

風が物を動かすとき
のきまりを見つける
ための実験方法を考
えることができる。 

④ フローチャート 

３ 
風が物を動かすときのきまりを
見つける実験を行う。 

グループの結果を
整理し，全体とし
てきまりを見つけ
ることができる。 

自分たちのグルー
プの結果から，き
まりを見つけるこ
とができる。 

④ 
ピラミッド・チ
ャート 

４ 

ゴムで物を動かすなどの体験を
する。気づいたことを整理し，
ゴムの伸ばし方を比べること
で，きまりを見つけようとする。 

ゴムのはたらきに
気づいたり，疑問
を持ったりするこ
とができる。 

ゴムが物を動かす
様子から，その働
きに気づくことが
できる。 

①  

５ 
ゴムが物を動かすときのきまり
を見つけるための実験方法を考
える。 

きまりを見つける
ため，より妥当な
実験方法を考える
ことができる。 

ゴムが物を動かすと
きのきまりを見つけ
るための実験方法を
考えることができ
る。 

④ フローチャート 

６ 
ゴムが物を動かすときのきまり
を見つける実験を行う。 

グループの結果を
整理し，全体とし
てきまりを見つけ
ることができる。 

自分たちのグルー
プの結果から，き
まりを見つけるこ
とができる。 

④ 
ピラミッド・チ
ャート 

７ 
風やゴムの働きを調べる実験を
通して，もっと調べてみたいこ
とを調べる実験を行う。 

グループの結果を
整理し，全体とし
てきまりを見つけ
ることができる 

自分が調べてみた
いことを自分の考
えた方法で調べる
ことができる。 

⑦ 
ピラミッド・チ
ャート 



 

 

 

 目指す子どもの姿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
思考スキル「構造化」 

↓ 
思考ツール 

「 」 

 対
象
と
既
有
の
知
識
と
を
関
連
づ

け
，
対
象
が
生
じ
る
原
因
を
類
推 

④
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
験
を

行
う
。
☆ 

◇留
実
験
の
留
意
事
項
を
説
明
す
る
。 

    

⑤
き
ま
り
に
つ
い
て
考
え
る
。 

・
結
果
を
図
と
言
葉
で
記
録
す
る
。 

Ｃ
強
い
風
の
方
が
遠
く
ま
で
動
い
た
。 

・
わ
か
っ
た
こ
と
＝
き
ま
り
を
書
く
。 

Ｃ
風
が
強
い
方
が
弱
い
と
き
よ
り
も

遠
く
ま
で
も
の
が
動
く
。 

Ｔ
分
か
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。 

Ｃ
風
で
も
の
を
動
か
す
時
の
き
ま
り

は
、
強
い
風
の
方
が
走
っ
た
距
離

は
長
い
だ
と
思
い
ま
す
。 

◇留
「
は
た
ら
き
が
大
き
い
と
い
う
」

言
い
方
に
修
正
す
る
。 

○Ｔ
各
グ
ル
ー
プ
の
実
験
を
比
べ
て
、

ど
ん
な
こ
と
が
言
え
ま
す
か
。 

◇留
思
考
ツ
ー
ル
に
結
果
と
わ
か
っ
た
こ

と
を
記
入
し
、
各
グ
ル
ー
プ
に
渡
す
。 

Ｃ
動
か
す
も
の
が
違
っ
て
も
、
風
が

強
い
方
が
も
の
を
動
か
す
は
た
ら

き
が
大
き
い
だ
と
思
い
ま
す
。 

⑥
学
習
の
振
り
返
り
を
す
る
。 

・
実
験
の
感
想
、
わ
か
っ
た
こ
と
、

自
分
の
評
価
な
ど
、
振
り
返
り
を

書
く
。 

見
通
し
や
実
行
方
法
を
発
想
す
る

場
面 

本
時
の
ね
ら
い 

風
で
も
の
を
動
か
す
時
、
強
い
風

の
方
が
も
の
を
動
か
す
は
た
ら
き

が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
☆ 

友
だ
ち
と
協
力
し
て
学
習
や
活
動

に
取
り
組
む
。
（
人
間
関
係
形
成
・

社
会
形
成
能
力
） 

目
指
す
子
ど
も
の
姿 

Ｓ
各
グ
ル
ー
プ
の
結
果
を
比
べ
て
、

き
ま
り
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。 

Ａ
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
結
果
か

ら
、
き
ま
り
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。 

①
実
験
の
テ
ー
マ
、
課
題
を
確
認
す

る 

Ｔ
今
日
の
実
験
で
調
べ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。 

Ｃ
風
で
も
の
を
動
か
す
時
の
き
ま
り

を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。 

Ｔ
課
題
は
何
で
し
た
か
。 

Ｃ
「
風
が
も
の
を
動
か
す
時
の
き
ま

り
を
見
つ
け
よ
う
」
で
す
。 

   

②
各
グ
ル
ー
プ
の
実
験
方
法
を
確
認

す
る
。 

Ｔ
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
実
験
を

確
認
し
ま
す
。 

車
を
走
ら
せ
る 

風
船
を
と
ば
す 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
と
ば
す 

赤
青
え
ん
ぴ
つ
を
こ
ろ
が
す 

Ｔ
そ
れ
ぞ
れ
強
い
風
、
弱
い
風
で
動

い
た
距
離
を
測
り
ま
す
。
３
回
や

っ
て
一
番
遠
く
ま
で
行
っ
た
と
こ

ろ
を
記
録
し
ま
す
。 

③
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
設
定
を
す
る
。 

Ｔ
こ
の
時
間
の
Ａ
と
Ｓ
は
ど
の
よ
う

に
設
定
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
。 

Ｃ
わ
た
し
は
、
Ａ
は
、
風
で
も
の
を

動
か
す
と
き
の
き
ま
り
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
に
し
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。 

Ｃ
ぼ
く
は
、
Ｓ
は
、
風
で
も
の
を
動

か
す
と
き
の
き
ま
り
の
理
由
が
説

明
で
き
る
に
し
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。 

◇留
説
明
だ
け
で
は
Ｓ
に
は
足
り
な
い

こ
と
を
説
明
す
る
。
設
定
が
難
し

い
場
合
は
、
指
導
者
が
提
示
す
る
。 

課
題
を
見
出
す
場
面 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
の
「
ズ
レ
」

を
認
識 

10 

月 

19 

日
（
木
） 

５
校
時 

 
 

指
導
者 

森
光
哲
也 

三
原
市
立
糸
崎
小
学
校 

 

３
年
１
組 

理
科
「
風
や
ゴ
ム
で
動
か
そ
う
」 

第
３
時 授

業
構
成
図 

５ 授業構成図 

振
り
返
り
場
面 

Ａ
だ
と
判
断
し
た
子
ど
も
の
発
言 

ぼ
く
は
、
自
分
た
ち
の
実
験
で
，

風
で
物
を
動
か
す
時
の
き
ま
り
が

見
つ
け
ら
れ
た
の
で
Ａ
で
す
。
だ

け
ど
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
結
果

と
比
べ
て
同
じ
と
こ
ろ
が
見
つ
け

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
Ｓ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

Ｓ
に
な
る
た
め
に
は 

ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
結
果
と
比

べ
て
、
ど
の
実
験
に
も
言
え
る
こ

と
を
見
つ
け
ら
れ
た
ら
Ｓ
に
な
る

と
思
い
ま
す
。 

風
が
も
の
を
動
か
す
時
の
き
ま
り

を
見
つ
け
よ
う 



 

 

６ 思考ツール 

風が強い

方がもの

を動かす

はたらき

は大きい。 

動かすものが違っても，

風が強い方がものを動か

すはたらきは大きい。 

風が強い

方がもの

を動かす

はたらき

は大きい。 

風が強い

方がもの

を動かす

はたらき

は大きい。 

風が強い

方がもの

を動かす

はたらき

は大きい。 


